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地域内での最近のトピックスを紹介します 

1.16 伊深小でふれあいコンサートが開かれました  －大谷さん・宮川さんを招いて－ 

伊深小オリジナル曲の作詞者・作曲者である大谷よしみさん・

宮川彬良（アキラ）さんをお迎えして、待望のふれあいコンサー

トが開かれました。第 1 部では全校で『いのちの歌で』『咲かせ

よう笑顔の花を』を合唱したあと、直接お二人から指導を受けた

り、３・４年生が市での発表曲『とてもシャン！きもちシャン！』

を披露して交流しました。第 2部では、お二人から楽しい演奏と

歌のプレゼントがあり、児童を始め参加者たちはプロ中のプロに

よる音楽の楽しさを満喫していました。 

 

    

1.23 初もうで・神社めぐりを実施しました    －文森学芸員の解説つきで－ 

昨年に続き、伊深の神社を巡る「初もうで・神社めぐり」を生

涯学習審議委員・まち協共催で行い、町内外から 25人の参加が

ありました。今回は東南部にある、高倉・稲荷・白山・神明の各

神社を巡り、文化の森の藤村学芸員からそれぞれのいわれなどに

ついて解説があったため、興味深く回ることができました。中に

は地元の方が神社の拝殿まで案内してくださるハプニングもあり

ました。終了後には交流センターでけんちん汁のふるまいもあり、

寒くなった体を温めていただきました。 

 

    

 

1.23 ほくぶ保育園で真冬の自然遊び －園児たちは雪合戦や山登り、保護者は整備も－ 

別所の山をフィールドに、すっかり定着しつつあるほくぶ保育

園の「自然遊び」。1 月は保護者の皆さんに理解を深めてもらう

とともに、森の周辺環境整備も兼ねて、枯れ木の伐採や搬出も行

われました。園児たちは寒さもなんのその。雪合戦で遊んだあと、

山頂まで登り、そのあとお弁当。昨年大好評だった大鍋のみそ汁

が今年も登場し何杯もおかわりする姿が見られました。最後はた

き火にあぶって焼く、『マシュマロ焼き』を楽しみました。 
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1月の定例会では主に下記のことを協議・検

討しました。 

 

■ 報告： 

里山活動 G 3.6（日）に桜並木の天狗巣除去・

せん定を行う予定。 

生涯学習審議委員 1.23（土）に行った「初詣で

伊深の神社巡り」について。（記事あり） 

あじさい会 次回行う給食サービスの献立相談

を行った。 

環境美化 G 2 月に短大下花壇の整備を行う予

定。 

交通安全 昨年、当市での交通死亡事故が 48年

ぶりに０件となった。 

伊深小 PTA 1.16 にあった大谷よしみさん・宮

川彬良さんをお迎えしてのふれあいコンサート

について。（記事あり） 

 

■ 協議事項： 

○「1.30凧つくり＆凧あげ」実施について 

≫21組の申し込みがあり、実施の段取り・役割

分担について協議した。 

○「2.21地区外研修」実施について 

≫恵那市三郷地区へ出向いて研修を行うことに

しており、実施行程などを協議した。 

○「3.13ロケットストーブづくり」実施につい

て 

≫実施について再検討することとした。 

 

■ その他： 

市教委より、「小規模特認校制度の導入」につ

いて、“伊深・三和の教育環境整備として統廃

合よりこの制度を優先的に進めていきたい”と

説明・協力要請があり、導入にあたっての課題

などについて若干の意見交換を行った。 

 

 

 

第 15 回    星宮神社  （上切） 

                          ………………………………………………………………………… 

 

 

位置（上切）   標柱：あり 

 

上切・大洞地区を氏子とする「星宮神社」の名は、も

とは杉の大木がうっそうと茂り、昼なお暗く梢のあいだ

に星が見えたという言い伝えによるそうですが、伊深の

他の神社のように他でも一般的に聞かれる名前ではな

く、岐阜県神社庁によれば現存するのは県内でも三社の

み（他は郡上市美並町、八百津町和知）ということで

す。また、現在の祭神は「天思兼命（あめのおもいかね

のみこと）」となっていますが、最も古い棟札（延宝五年

＝1677年）以降、「虚空蔵菩薩寳殿」「奉行長渓山宝生

寺」と書かれていることから、この神社の西側に明治の

はじめころまであった「宝生寺」が長らく管理してき

た、神仏習合の神社と考えられています。 

杉の大木は伊勢湾台風で倒れたとの記録があり、今は

大木といえるほどの木はありません。春には裏にある宮

山のツブラジイが美しく咲き、一年で一番明るい森とな

ります。 

 

（引用資料：「美濃加茂市史」他） 

 

 

 

■ 協議会の動き 

１月定例会のあらまし 
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